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【公表番号】特表2019-534105(P2019-534105A)
【公表日】令和1年11月28日(2019.11.28)
【年通号数】公開・登録公報2019-048
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【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   8/12     (2006.01)
【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和1年5月17日(2019.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波イメージングシステムにおいてリングダウンアーチファクトを低減する方法であ
って、
　組織情報及びリングダウン成分を含むサンプルの複数のフレームを得ることと、
　前記リングダウン成分を近似するよう前記複数のフレームに基づきリファレンスフレー
ムを決定することと、
　差分フレームを生成するよう前記複数のフレームの中の現在フレームから前記リファレ
ンスフレームを減じることと、
　前記差分フレームから閾マスクを計算することと、
　マスクをかけられた現在フレームを生成するよう前記閾マスクを前記現在フレームに適
用することと、
　前記組織情報を表すようにリングダウン低減フレームを取得するよう前記マスクをかけ
られた現在フレーム及び前記差分フレームから選択することと、
　前記リングダウン低減フレームから超音波画像を形成することと
　を有する方法。
【請求項２】
　前記差分フレームの大きさをクリッピングすることを更に有する
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記閾マスクを計算することは、
　前記差分フレームの第１の絶対的な大きさが閾値よりも小さいかどうかを判定すること
と、
　前記第１の絶対的な大きさが前記閾値よりも小さい場合に前記閾マスクのマスク値を０
にセットすることと、
　前記第１の絶対的な大きさが前記閾値以上である場合に前記マスク値を１にセットする
ことと
　を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記最低限の選択を実行することは、
　前記マスクをかけられた現在フレームの第１サンプルの第２の絶対的な大きさが前記差
分フレームの第２サンプルの第３の絶対的な大きさよりも小さいかどうかを判定すること
と、
　前記第２の絶対的な大きさが前記第３の絶対的な大きさよりも小さい場合に前記リング
ダウン低減フレームにおける第３サンプルを生成するよう前記第１サンプルを選択するこ
とと、
　前記第２の絶対的な大きさが前記第３の絶対的な大きさ以上である場合に前記リングダ
ウン低減フレームにおける前記第３サンプルを生成するよう前記第２サンプルを選択する
ことと
　を含む、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　マスクをかけられたリファレンスフレームを生成するよう前記閾マスクを前記リファレ
ンスフレームに適用することと、
　前記マスクをかけられた現在フレームの第２の絶対的な大きさが前記マスクをかけられ
たリファレンスフレームの第３の絶対的な大きさ以上であるかどうかを判定することと、
　前記第２の絶対的な大きさが前記第３の絶対的な大きさよりも小さい場合に前記リング
ダウン低減フレームの第１サンプルを０の値にセットすることと
　を更に有する
　請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記マスクをかけられた現在フレームの第２の絶対的な大きさが前記マスクをかけられ
たリファレンスフレームの第３の絶対的な大きさ以上であるかどうかを判定することより
前に、前記第３の絶対的な大きさを第３係数によって低減することを更に有する
　請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　超音波イメージングシステムにおいてリングダウンアーチファクトを低減する方法であ
って、
　組織情報及びリングダウン成分を含むサンプルの複数のフレームを得ることと、
　前記リングダウン成分を近似するよう前記複数のフレームに基づきリファレンスフレー
ムを決定することと、
　差分フレームを生成するよう前記複数のフレームの中の現在フレームから前記リファレ
ンスフレームを減じることと、
　前記組織情報を表すようにリングダウン低減フレームを取得するよう前記現在フレーム
及び前記差分フレームから選択することと、
　前記リングダウン低減フレームから超音波画像を形成することと
　を有し、
　前記超音波画像を形成することより前に、Ａラインフィルタを前記リングダウン低減フ
レームに適用することを更に有する
　方法。
【請求項８】
　超音波イメージングシステムにおいてリングダウンアーチファクトを低減する方法であ
って、
　組織情報及びリングダウン成分を含むサンプルの複数のフレームを得ることと、
　前記リングダウン成分を近似するよう前記複数のフレームに基づきリファレンスフレー
ムを決定することと、
　差分フレームを生成するよう前記複数のフレームの中の現在フレームから前記リファレ
ンスフレームを減じることと、
　前記組織情報を表すようにリングダウン低減フレームを取得するよう前記現在フレーム
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及び前記差分フレームから選択することと、
　前記リングダウン低減フレームから超音波画像を形成することと
　を有し、
　前記複数のフレームを得ることは、
　サンプルの完全なフレームを受けることと、
　リングダウン深さに従って前記現在フレームを得るよう前記完全なフレームの一部を選
択することと
　を含み、
　前記超音波画像を形成することは、
　テーパーリングされたリングダウン低減フレームを生成するよう前記リングダウン低減
フレームに第１テーパーリング係数を乗じることと、
　テーパーリングされた完全なフレームを生成するよう前記完全なフレームに第２テーパ
ーリング係数を乗じることと、
　前記テーパーリングされたリングダウン低減フレームと、前記リングダウン深さに対応
する前記テーパーリングされた完全なフレームの第２部分とを加算することによって、前
記リングダウン深さに対応する前記超音波画像の第１部分を形成することと、
　前記テーパーリングされた完全なフレームから前記超音波画像の残り部分を形成するこ
とと
　を含む、
　方法。
【請求項９】
　超音波イメージングシステムにおいてリングダウンアーチファクトを低減する方法であ
って、
　組織情報及びリングダウン成分を含むサンプルの複数のフレームを得ることと、
　前記リングダウン成分を近似するよう前記複数のフレームに基づきリファレンスフレー
ムを決定することと、
　差分フレームを生成するよう前記複数のフレームの中の現在フレームから前記リファレ
ンスフレームを減じることと、
　前記組織情報を表すようにリングダウン低減フレームを取得するよう前記現在フレーム
及び前記差分フレームから選択することと、
　前記リングダウン低減フレームから超音波画像を形成することと
　を有し、
　前記リファレンスフレームを前記現在フレームから減じることより前に、前記リファレ
ンスフレームの第１サンプルの下位ビットを０のビット値に割り当てることを更に有する
　方法。
【請求項１０】
　超音波イメージングシステムにおいてリングダウンアーチファクトを低減する方法であ
って、
　組織情報及びリングダウン成分を含むサンプルの複数のフレームを得ることと、
　前記リングダウン成分を近似するよう前記複数のフレームに基づきリファレンスフレー
ムを決定することと、
　差分フレームを生成するよう前記複数のフレームの中の現在フレームから前記リファレ
ンスフレームを減じることと、
　前記組織情報を表すようにリングダウン低減フレームを取得するよう前記現在フレーム
及び前記差分フレームから選択することと、
　前記リングダウン低減フレームから超音波画像を形成することと
　を有し、
　前記リファレンスフレームを決定することは、
　重み付けされた現在フレームを生成するよう前記現在フレームに第１係数を乗じること
と、
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　重み付けされた前の平均化されたフレームを生成するよう前の平均化されたフレームに
第２係数を乗じることと、
　前記重み付けされた現在フレームと前記重み付けされた前の平均化されたフレームとを
加算することによって、前記前の平均化されたフレームを現在の平均化されたフレームに
更新することと、
　前記現在の平均化されたフレームを前記リファレンスフレームに割り当てることと
　を含み、
　前記重み付けされた現在フレームと前記重み付けされた前の平均化されたフレームとを
加算することは第１フレームを生成し、前記前の平均化されたフレームを前記現在の平均
化されたフレームに更新することは、
　第２フレームを生成するよう前記第１フレームから前記前の平均化されたフレームを減
じることと、
　第３フレームを生成するよう前記第２フレームにレートリミット係数を乗じることと、
　第４フレームを生成するよう前記第３フレームと前記前の平均化されたフレームとを加
算することと、
　前記第２フレームにおける第１サンプルがスナップ閾値よりも大きいかどうかを判定す
ることと、
　前記第１サンプルが前記スナップ閾値よりも大きい場合に、前記現在の平均化されたフ
レームの第２サンプルを、前記第４フレームの第３サンプルにより更新することと、
　前記第１サンプルが前記スナップ閾値以下である場合に、前記第２サンプルを、前記第
１フレームの第４サンプルにより更新することと
　を含む、
　方法。
【請求項１１】
　前記前の平均化されたフレームを前記現在の平均化されたフレームに更新することは、
　前記第１サンプルが前記スナップ閾値よりも大きい場合に前記現在の平均化されたフレ
ームの前記第２サンプルを前記第３サンプルにより更新することより前に、前記第３サン
プルをレンジテーパー係数によりスケーリングすることと、
　前記第１サンプルが前記スナップ閾値以下である場合に前記現在の平均化されたフレー
ム前記第４サンプルにより更新することより前に、前記第４フレームを前記レンジテーパ
ー係数によりスケーリングすることと
　を更に含む、
　請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　組織情報及びリングダウン成分を含むサンプルの複数のフレームを受けるよう動作可能
なインターフェイスと、
　前記インターフェイスへ結合される処理ユニットと
　を有し、
　前記処理ユニットは、
　前記リングダウン成分を近似するよう前記複数のフレームに基づきリファレンスフレー
ムを決定し、
　前記複数のフレームの中の現在フレームに基づき差分フレームを計算し、
　閾値に従って前記差分フレームから閾マスクを計算し、
　マスクをかけられた現在フレームを生成するよう前記閾マスクを前記現在フレームに適
用し、
　前記組織情報を表すようにリングダウン低減フレームを取得するよう前記マスクをかけ
られた現在フレーム及び前記差分フレームから選択する
　よう構成される、
　超音波画像処理システム。
【請求項１３】
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　前記処理ユニットは、前記差分フレームの大きさをクリッピングするよう更に構成され
る、
　請求項１２に記載の超音波画像処理システム。
【請求項１４】
　前記処理ユニットは、
　前記差分フレームの第１の絶対的な大きさが閾値よりも小さいかどうかを判定し、
　前記第１の絶対的な大きさが前記閾値よりも小さい場合に前記閾マスクのマスク値を第
１値にセットし、
　前記第１の絶対的な大きさが前記閾値以上である場合に前記マスク値を第２値にセット
する
　よう更に構成される、
　請求項１２に記載の超音波画像処理システム。
【請求項１５】
　前記処理ユニットは、
　前記マスクをかけられた現在フレームの第１サンプルの第２の絶対的な大きさが前記差
分フレームの第２サンプルの第３の絶対的な大きさよりも小さいかどうかを判定し、
　前記第２の絶対的な大きさが前記第３の絶対的な大きさよりも小さい場合に前記リング
ダウン低減フレームにおける第３サンプルを生成するよう前記第１サンプルを選択し、
　前記第２の絶対的な大きさが前記第３の絶対的な大きさ以上である場合に前記リングダ
ウン低減フレームにおける前記第３サンプルを生成するよう前記第２サンプルを選択する
　よう更に構成される、
　請求項１２に記載の超音波画像処理システム。
【請求項１６】
　前記処理ユニットは、
　マスクをかけられたリファレンスフレームを生成するよう前記閾マスクを前記リファレ
ンスフレームに適用し、
　前記マスクをかけられた現在フレームの第２の絶対的な大きさが前記マスクをかけられ
たリファレンスフレームの第３の絶対的な大きさ以上であるかどうかを判定し、
　前記第２の絶対的な大きさが前記第３の絶対的な大きさよりも小さい場合に前記リング
ダウン低減フレームの第１サンプルを０の値にセットする
　よう更に構成される、
　請求項１５に記載の超音波画像処理システム。
【請求項１７】
　前記インターフェイスは、完全なフレームを受けるよう更に構成され、
　前記現在フレームは、前記完全なフレームのリングダウン深さ内の一部であり、
　前記処理ユニットは、
　テーパーリングされたリングダウン低減フレームを生成するよう前記リングダウン低減
フレームに第１テーパーリング係数を乗じ、
　テーパーリングされた完全なフレームを生成するよう前記完全なフレームに第２テーパ
ーリング係数を乗じ、
　前記テーパーリングされたリングダウン低減フレームと、前記リングダウン深さに対応
する前記テーパーリングされた完全なフレームの第２部分とを加算することによって、前
記リングダウン深さに対応する画像の第１部分を形成し、
　前記テーパーリングされた完全なフレームから画像の残り部分を形成する
　よう更に構成される、
　請求項１６に記載の超音波画像処理システム。
【請求項１８】
　前記処理ユニットは、前記リングダウン低減フレームに前記第１テーパーリング係数を
乗じることより前に、Ａラインフィルタを前記リングダウン低減フレームに適用するよう
更に構成される、
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　請求項１７に記載の超音波画像処理システム。
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